




  妊産婦死亡率は減少しているとはいえ、いまだ先進諸国に比較して高率であることが問

題となっている。その原因として従来の産科出血、妊娠中毒症に加えて肺塞栓症、内科合

併症に起因する頻度が増加しているが、その予測は必ずしも容易ではない。母体救命が第

一とはいえ適確な胎児評価から胎児救命も考慮されることになる。母体死亡例、脳死例で

の生存胎児の取り扱いに関しては倫理的、社会的、方的にも多くの問題を包含しておりー

定の見解は得られてはいない。


